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	応用
	抗原情報
	背景
	VWA5A（フォン・ヴィレブランド因子Aドメイン含有5A）は、BCSC-1（乳がん抑制遺伝子候補1）またはLOH11CR2A（染色体11領域2遺伝子ヘテロ接合性消失Aタンパク質）としても知られ、1つのVITドメインと1つのVWFAドメインを含む786アミノ酸タンパク質です。VWA5Aはさまざまな組織で低レベルで発現しており、腫瘍細胞株の80％では発現が認められません。おそらく腫瘍抑制遺伝子として作用するVWA5Aの欠失は、乳がんや卵巣がんにおけるヘテロ接合性消失（LOH）につながり、潜在的な遺伝子治療標的として重要な役割を果たす可能性があります。VWA5Aの異常発現は、Eカドヘリン、αカテニン、およびp53の発現増加を伴うCNE-2L2細胞の接着増加につながり、VWA5Aが異所的に発現する細胞の悪性活動の低下をもたらす可能性があります。 VWA5A をコードする遺伝子は 4 つの選択的スプライシングアイソフォームとして存在し、ヒト染色体 11q24.2 にマッピングされます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	LHR2A抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	BCSC-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

